
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保
護
者
の
皆
様
に
は
良
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
で
は
、
十
二
月
二
十
三
日
、
新
年
に
備
え

て
生
徒
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
職
員
で
門
松
を
立

て
、
心
新
た
に
し
て
新
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

十
一
日
の
始
業
式
で
は
、
生
徒
全
員
の
元
気
な

顔
が
揃
い
ま
し
た
。
式
で
は
、
昨
年
話
題
に
な
っ

た
「
ト
イ
レ
の
神
様
」
や
「
全
国
高
校
駅
伝
」
の

こ
と
を
話
題
に
す
る
と
と
も
に
京
セ
ラ
の
創
始
者

「
稲
盛
和
夫
」
さ
ん
の
志
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
代
表
四
人
は
、
今
年
度
の
ま
と
め
と
新

学
期
に
向
け
た
抱
負
並
び
に
来
年
度
へ
の
期
待
・

心
構
え
な
ど
を
力
強
く
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

三
学
期
登
校
す
る
日
は
、
一
・
二
年
生
が
五
十

二
日
、
三
年
生
が
四
十
五
日
と
な
り
、
何
か
と
慌

た
だ
し
い
日
々
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
も
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
常
日

頃
の
体
調
管
理
に
は
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、

年
度
の
ま
と
め
と
上
級
学
年
へ
の
下
ご
し
ら
え
を

着
実
に
行
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

生
徒
代
表
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

二
学
期
終
業
式

一
年
生
代
表

福
田
雄
太
（

Ｈ
）

13

二
年
生
代
表

富
吉

海
（

Ｈ
）

25

三
年
生
代
表

永
吉
晴
香
（

Ｈ
）

36

生
徒
会
代
表

三
石

誠
（
旧
図
書
部
長
）

三
学
期
始
業
式

一
年
生
代
表

安
楽

陸
（

Ｈ
）

14

二
年
生
代
表

薬
丸
雄
人
（

Ｈ
）

21

三
年
生
代
表

島
田
大
伍
（

Ｈ
）

31

生
徒
会
代
表

新
盛
文
菜
（
生
徒
会
長
）

第
五
十
二
期
生
徒
会

昨
年
、
十
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
生
徒
会
選
挙

で
選
ば
れ
た
第
五
十
二
期
の
生
徒
会
本
部
役
員
及

び
執
行
部
が
左
記
の
通
り
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
飛
翔
前
進
」
と
掲
げ
、
意
欲
満

々
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
や

各
専
門
部
活
動
等
、
本
格
的
に
活
動
を
始
め
て
お

り
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
会

長
】
新
盛
文
菜
（

Ｈ
）

24

【
副
会
長
】
鎌
迫
諒
太
（

Ｈ
）

23

【
書

記
】
國
吉
源
輝
（

Ｈ
）

12

中
禮
友
貴
（

Ｈ
）

13

【
会

計
】
福
山
昌
太
郎
（

Ｈ
）

24

【
学
習
部
】
部

長

武
元
綾
香
（

Ｈ
）

23

副
部
長

長
屋

昂
（

Ｈ
）

22

【
文
化
部
】
部

長

上
川
畑
晴
貴
（

Ｈ
）

22

副
部
長

曽
木
優
花
（

Ｈ
）

24

【
保
体
部
】
部

長

徳
永
昂
哉
（

Ｈ
）

23

副
部
長

大
庭
千
乃
（

Ｈ
）

22

【
生
活
部
】
部

長

頴
川
雅
弘
（

Ｈ
）

24

副
部
長

榊

実
沙
（

Ｈ
）

25

【
給
食
部
】
部

長

福
重
佑
太
（

Ｈ
）

21

副
部
長

田
中
優
希
（

Ｈ
）

25

【
図
書
部
】
部

長

福
田
悠
希
（

Ｈ
）

24

副
部
長

綿
屋
美
紅
（

Ｈ
）

25

最
大
の
予
防
策
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
換

気
で
す
。
体
調
に
異
変
（
咳
・
発
熱
・
吐
き
気
な

ど
）
を
感
じ
た
ら
医
療
機
関
へ
連
絡
し
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
マ
ス
ク
を
常
備
し
、
必
要

に
応
じ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
席
停

止
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

日
付
け
で
配
布
し

14

て
あ
り
ま
す
「
ほ
け
ん
だ
よ
り
」
に
従
っ
て
学
校

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

(

敬

称

略)

○
平
成

年
度
野
添
杯
個
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

22

女
子

【
優
勝
】

新
川
・
内
山
組

【
準
優
勝
】
宮
薗
・
柿
山
組

男
子

【
優
勝
】

新
原
・
西
牟
禮
組

○
川
薩
連
盟
旗
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

男
子
二
年
団
体
【
優
勝
】

一
年
団
体
【
準
優
勝
】

女
子
一
年
団
体
【
４
位
】

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

県
選
抜
選
手

人
の
中
に
鎌
迫
諒
太
君
が
選

12

ば
れ
ま
し
た
。

○
陸
上
部

地
区
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
の
川
薩
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
に
髙
木
結
加
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
な
お
、
吉
川
香
代
子
先
生
も
選
ば
れ
て
お

り
ま
す
。

風
は
南
中
か
ら

川
内
南
中
学
校

学
校
便
り

南

の

風

第

号

Ｈ

・
１
・

発
行

10

23

25

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
感
染
性
胃
腸
炎

が
流
行
の
兆
し
！

☆

二
月
の
主
な
行
事

☆

１

火

私
立
高
等
学
校
入
学
試
験(

1/
30

～

４)

2/

８

火

入
学
説
明
会
・
部
活
動
見
学

公
立
高
校
推
薦
入
試

木

三
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

10

金

(

祝)

建
国
記
念
の
日

11

水

学
年
末
テ
ス
ト(

～

日)

16

18

木

学
校
保
健
委
員
会
・
給
食
試
食

17

会

土

新
入
生
体
験
入
部(

･
･

)

19

20

22

23

※

三
年
生
は
私
立
高
校
入
試
、
公
立
高
校
受
検

準
備
の
月
と
な
り
ま
し
た
。
心
置
き
な
く
本

領
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※

テ
ス
ト
前
部
活
動
等
休
止
期
間(

９
～

日)

17


